〔資 料〕鈴木重嶺(翠園)関係資料紹介(9) -新収資料と細田賢氏寄贈資料- by 深沢 秋男 & 昭和女子大学名誉教授
鈴
木
重
嶺
（
翠
園
）
関
係
資
料
紹
介
（
9）
深
沢
秋
男
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
で
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
、
鈴
木
重
嶺
関
係
資
料
十
点
を
新
た
に
購
入
し
た
。
ま
た
、
そ
の
直
後
の
十
二
月
に
、
鎌
倉
市
在
住
の
細
田
賢
氏
か
ら
、
鈴
木
重
嶺
門
下
の
歌
人
の
資
料
四
十
六
点
が
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
今
回
は
、
こ
の
二
つ
の
資
料
の
概
略
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
一
、
新
収
鈴
木
重
嶺
関
係
資
料
1、
読
書
鈔
録
翠
Ⅰ
／
180
半
紙
本
、
写
本
、
1冊
、
縦
二
四
七
ミ
リ
×
横
一
七
五
ミ
リ
。
仮
綴
、
表
紙
は
本
文
用
紙
と
共
紙
。
中
央
上
部
に
直
接
墨
書
で
「
読
書
鈔
録
」
、
左
下
に
「
翠
園
」
と
あ
る
。
墨
付
12丁
、
続
い
て
白
紙
15丁
、
次
に
2丁
墨
付
、
全
29丁
の
内
、
墨
付
14丁
、
白
紙
15丁
。
6丁
オ
に
「
政
要
貪
鄙
太
宗
謂
公
」、
6丁
ウ
に
「
延
喜
式
巻
第
二
十
一
」、
8丁
オ
に
「
南
木
誌
／
楠
公
像
讃
本
居
宣
長
」
な
ど
と
あ
り
、
藤
田
彪
斎
藤
馨
久
貝
正
典
力
石
重
遠
な
ど
の
歌
を
記
す
。
白
紙
1葉
添
付
、
9行
引
用
し
「
右
見
和
漢
三
才
図
会
」
と
あ
る
。
罫
紙
片
1枚
添
付
、
「
皇
国
名
医
伝
前
編
巻
下
十
輯
」
と
し
て
2行
書
写
。
こ
れ
は
、
重
嶺
の
読
書
メ
モ
で
あ
ろ
う
。
1丁
オ
に
「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
」
縦
30ミ
リ
×
横
12ミ
リ
の
陽
刻
縦
長
方
形
の
朱
印
。
「
020904821」
の
鉛
筆
書
き
。
2、
備
忘
翠
Ⅱ
／
127
中
本
、
写
本
、
1冊
、
縦
一
八
四
ミ
リ
×
横
一
二
七
ミ
リ
。
水
色
表
紙
、
左
肩
に
直
接
墨
書
で
「
備
忘
」、
左
下
に
「
翠
園
」
と
あ
る
。
本
文
用
紙
は
青
色
罫
紙
で
、
毎
半
葉
9行
、
墨
付
72丁
。
大
部
分
は
墨
書
で
一
部
朱
書
。
1丁
オ
に
「
御
府
内
町
数
／
凡
千
六
百
七
拾
ケ
町
余
／
名
主
人
数
弐
百
三
拾
人
余
」
、
1丁
ウ
に
「
安
政
五
午
二
月
廿
四
日
／
御
勝
手
掛
リ
誓
詞
仰
付
候
」
「
家
定
公
薨
御
／
午
八
月
八
日
御
内
実
七
月
六
日
夜
／
御
出
棺
八
月
十
八
日
」、
2丁
オ
に
「
御
法
事
八
月
廿
日
開
闢
／
同
廿
一
日
日
／
御
台
様
御
事
／
天
障
院
様
八
月
日
長
出
」
、
2丁
ウ
に
「
江
府
在
留
夷
人
之
名
／
亜
墨
利
加
合
衆
国
全
権
兼
ミ
ニ
ス
ト
ル
ト
ウ
ン
セ
ン
ト
、
ハ
ル
リ
ス
／
仏
蘭
西
コ
ン
シ
ュ
ル
セ
ネ
ラ
ー
ル
ヱ
キ
セ
ル
レ
ン
シ
ー
ド
セ
ン
ド
ヘ
ン
ク
ル
…
…
」、
3丁
オ
に
「
楠
公
卒
去
／
延
元
元
年
五
月
廿
五
日
」、
4丁
オ
に
「
安
政
六
未
年
八
月
廿
七
日
／
水
戸
前
中
納
言
殿
永
蟄
居
同
中
納
言
殿
御
差
扣
」
、
5丁
ウ
に
「
亜
国
ミ
ニ
ス
ト
ル
宿
寺
麻
布
善
福
寺
／
英
国
コ
ン
シ
ュ
ル
セ
ネ
ラ
ー
ル
高
輪
東
禅
寺
／
魯
国
使
節
三
田
大
中
寺
／
仏
国
コ
ン
シ
ュ
ル
セ
ネ
ラ
ー
ル
同
済
海
寺
」
、
38丁
オ
に
「
文
久
三
亥
年
十
二
月
大
奥
御
人
職
／
老
女
飛
鳥
井
花
園
瀬
川
／
御
客
応
答
三
保
□
藤
山
／
御
諚
口
石
野
成
瀬
波
江
花
む
ら
…
…
和
宮
様
附
…
…
天
障
院
様
附
…
…
」
な
ど
と
あ
る
。
白
紙
1葉
添
付
、
縦
一
六
二
ミ
リ
×
横
四
一
六
ミ
リ
。
「
用
紙
／
奉
書
裏
白
美
濃
紙
□
□
本
文
若
年
寄
御
側
衆
江
□
□
□
／
一
筆
奉
啓
上
候
然
者
私
儀
今
般
／
□
何
役
被
仰
付
難
有
仕
合
奉
存
右
御
礼
／
為
可
申
上
如
斯
御
存
候
恐
惶
謹
言
／
月
何
之
誰
／
名
乗
判
／
板
周
防
守
様
／
井
河
内
守
様
／
有
遠
江
守
様
／
牧
備
前
守
様
拾
通
…
…
」
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学
苑
第
八
五
〇
号
三
六
～
四
五
（
二
〇
一
一
八
）
〔
資
料
〕

新
収
資
料
と
細
田
賢
氏
寄
贈
資
料

こ
の
よ
う
な
、
当
時
の
メ
モ
と
、
諸
書
式
の
見
本
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
1丁
オ
に
「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
」
縦
30ミ
リ
×
横
12ミ
リ
の
陽
刻
縦
長
方
形
の
朱
印
。「
020904826」
の
鉛
筆
書
き
。
3、〔
覚
留
帳
〕
翠
Ⅱ
／
128
横
小
本
、
写
本
、
1冊
、
縦
一
一
五
ミ
リ
×
横
一
六
三
ミ
リ
。
覗
色
表
紙
、
左
肩
に
銀
箔
の
題
簽
用
紙
を
貼
る
が
、
署
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
〔
覚
留
帳
〕
は
仮
題
。
本
文
用
紙
は
、
梔
子
色
で
罫
線
と
日
付
が
「
朔
日
、
二
日
、
三
日
、
…
…
丗
日
」
の
よ
う
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
毎
半
葉
5行
。
全
29丁
、
内
墨
付
24丁
、
白
紙
5丁
。
総
裏
打
さ
れ
て
い
る
。
24丁
ウ
の
文
末
に
「
翠
園
」
と
あ
る
。
終
り
の
3丁
は
部
分
的
に
破
損
し
て
い
る
。
巻
頭
の
2丁
に
墨
の
練
習
書
き
が
あ
る
。
2丁
オ
に
「
鈴
木
重
明
」
と
あ
る
。
7丁
ウ
の
廿
日
の
条
に
「
大
御
所
公
尊
骸
東
叡
山
江
奉
葬
御
出
棺
午
下
刻
」
、
12丁
ウ
に
「
い
つ
の
と
し
に
か
あ
る
□
都
を
は
し
め
浪
速
の
わ
た
り
に
故
あ
り
て
に
は
か
に
の
ほ
り
／
…
…
」
と
書
き
は
じ
め
て
、「
三
日
、
四
日
、
五
日
」
と
「

峠
大
井
川
宮
関
鈴
鹿
山
…
…
」
な
ど
、
20丁
ま
で
、
都
へ
の
旅
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
廿
日
の
条
に
「
大
御
所
公
尊
骸
東
叡
山
江
奉
葬
御
出
棺
午
下
刻
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
第
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
『
続
徳
川
実
紀
』
天
保
十
二
年
二
月
二
十
日
の
条
に
、「
○
二
十
日
午
の
下
刻
大
御
所
霊
柩
を
発
引
あ
り
て
。
戌
の
上
刻
御
葬
送
あ
り
。」
と
あ
る
。
天
保
十
二
年
に
は
、
重
嶺
は
二
十
八
歳
で
、
こ
の
八
月
に
広
敷
取
締
掛
と
な
っ
て
い
る
。
前
見
返
し
に
「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
」
縦
30ミ
リ
×
横
12ミ
リ
の
陽
刻
縦
長
方
形
の
朱
印
。
「
020904827」
の
鉛
筆
書
き
。
4、
年
々
詠
藻
翠
Ⅰ
／
175
大
本
、
写
本
、
1冊
、
縦
二
五
〇
ミ
リ
×
横
一
八
〇
ミ
リ
。
水
浅
葱
色
表
紙
、
左
肩
に
直
接
「
年
々
詠
藻
」
と
墨
書
。
本
文
用
紙
は
黒
色
罫
紙
で
、
毎
半
葉
10行
。
墨
付
45丁
、
白
紙
7丁
。
1丁
オ
に
「
た
ゝ
言
う
た
誹
徊
も
ま
し
れ
り
翠
園
／
四
十
四
（
朱
筆
）」
、
「
丁
巳
／
七
十
六
首
（
朱
筆
）／
柳
／
春
柳
の
い
と
は
や
す
け
に
な
ひ
く
か
な
／
世
の
う
き
ふ
し
も
し
ら
す
顔
に
て
」
と
あ
り
、
以
下
、
節
分
、
故
郷
、
若
菜
、
梅
漸
盛
…
…
の
歌
を
記
す
。
11丁
オ
に
「
戊
午
三
首
（
朱
筆
）」
、
12丁
オ
に
「
己
未
十
八
首
（
朱
筆
）」
、
16丁
オ
に
「
庚
申
十
七
首
（
朱
筆
）」
、
19丁
オ
に
「
辛
酉
二
十
五
首
（
朱
筆
）」
、
22丁
オ
に
「
癸
亥
七
十
首
（
朱
筆
）」
と
あ
る
。
丁
巳
は
安
政
四
年
、
戊
午
は
安
政
五
年
、
己
未
は
安
政
六
年
、
庚
申
は
万
延
元
年
、
辛
酉
は
文
久
元
年
、
癸
亥
は
文
久
三
年
、
重
嶺
四
十
四
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の
詠
草
で
あ
る
。
1丁
オ
に
「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
」
縦
30ミ
リ
×
横
12ミ
リ
の
陽
刻
縦
長
方
形
の
朱
印
。「
020904819」
の
鉛
筆
書
き
。
5、
翠
園
詠
草
翠
Ⅰ
／
176
大
本
、
写
本
、
1冊
、
縦
二
三
六
ミ
リ
×
横
一
五
九
ミ
リ
。
枯
色
表
紙
、
左
肩
に
直
接
墨
書
で
「
翠
園
詠
草
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
一
」
と
あ
る
。
本
文
用
紙
は
水
色
罫
紙
で
毎
半
葉
10行
。
全
96丁
、
内
墨
付
56丁
、
白
紙
40丁
。
新
年
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
恋
、
雑
、
詠
史
、
物
名
、
哀
傷
、
祝
、
旋
頭
哥
、
長
歌
な
ど
に
分
類
し
て
詠
草
を
記
し
て
い
る
。
1丁
オ
に
「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
」
縦
30ミ
リ
×
横
12ミ
リ
の
陽
刻
縦
長
方
形
の
朱
印
。「
020904820」
の
鉛
筆
書
き
。
6、
翠
園
吟
稿
丁
巳
翠
Ⅰ
／
177
半
紙
本
、
写
本
、
1冊
、
縦
二
二
八
ミ
リ
×
横
一
五
八
ミ
リ
。
覗
色
表
紙
、
左
肩
に
「
丁
巳
翠
園
吟
稿
」
と
直
接
墨
書
。
本
文
用
紙
は
覗
色
罫
紙
で
、
毎
半
葉
10行
。
墨
付
50丁
。
1丁
オ
に
「
丁
巳
重
嶺
／
春
た
つ
日
／
春
の
た
つ
け
ふ
の
心
を
わ
す
れ
す
は
世
に
ま
か
こ
と
は
あ
ら
し
と
そ
思
ふ
」、
17丁
オ
に
「
庚
申
」、
22丁
オ
に
「
辛
酉
」、
27丁
オ
に
「
文
久
三
癸
亥
」、
42
丁
オ
に
「
文
久
四
季
甲
子
」
と
あ
る
。
安
政
四
年
丁
巳
、
重
嶺
四
十
四
歳
か
ら
、
文
久
四
年
甲
子
、
五
十
一
歳
ま
で
の
詠
草
で
あ
る
。
1丁
オ
に
「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
」
縦
30ミ
リ
×
横
12ミ
リ
の
陽
刻
縦
長
方
形
の
朱
印
。
「
020904821」
の
鉛
筆
書
き
。
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7、
癸
卯
詠
藻
翠
Ⅰ
／
178
大
本
、
写
本
、
1冊
、
縦
二
三
六
ミ
リ
×
横
一
六
六
ミ
リ
。
覗
色
表
紙
、
左
肩
に
直
接
墨
書
で
「
癸
卯
詠
藻
」、
左
下
に
「
翠
園
」
と
あ
る
。
本
文
用
紙
は
、
黒
色
罫
紙
で
、
毎
半
葉
11行
、
版
心
の
下
部
に
「
学
古
塾
蔵
」
と
あ
る
。
墨
付
8丁
。
1丁
オ
に
「
は
し
め
て
素
襖
を
着
て
ま
み
え
奉
る
元
日
に
／
唐
衣
袂
ゆ
た
か
に
た
つ
春
も
恵
は
猶
そ
き
ら
め
か
ね
つ
る
」
と
あ
る
。
「
雪
消
山
色
静
、
春
埜
、
暁
聞
鶯
、
春
雪
、
落
梅
、
春
瀧
、
遠
村
桃
、
遠
望
山
花
、
春
水
、
呼
子
鳥
、
川
、
せ
み
…
…
」
等
の
歌
、
百
首
ほ
ど
の
草
稿
。
部
分
的
に
朱
で
補
筆
し
て
い
る
。
癸
卯
は
天
保
十
四
年
、
重
嶺
三
十
歳
。
1丁
オ
に
「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
」
縦
30ミ
リ
×
横
12ミ
リ
の
陽
刻
縦
長
方
形
の
朱
印
。「
020904822」
の
鉛
筆
書
き
。
8、〔
翠
園
詠
草
〕
翠
Ⅰ
／
179
中
本
、
写
本
、
1冊
、
縦
一
七
九
ミ
リ
×
横
一
二
〇
ミ
リ
。
黄
土
色
表
紙
、
左
の
上
寄
り
に
書
題
簽
（
縦
一
三
五
ミ
リ
×
横
二
四
ミ
リ
）、
上
部
に
「
□
廼
ぬ
き
書
」、
下
部
に
「
翠
園
」
と
墨
書
。
「
翠
園
詠
草
」
は
仮
題
。
本
文
用
紙
は
、
紅
色
罫
紙
で
、
毎
半
葉
10行
。
全
80丁
、
内
墨
付
36
丁
、
白
紙
44丁
。
上
の
欄
外
に
「
新
年
祝
世
、
新
年
松
、
新
年
聞
鶯
、
新
年
氷
…
…
」
な
ど
の
見
出
し
を
書
い
て
、
下
に
歌
を
記
す
。
「
春
新
年
、
夏
、
秋
、
冬
、
恋
、
雑
、
旋
頭
歌
、
今
様
、
折
句
、
詠
史
、
哀
傷
、
懐
旧
、
祝
、
長
歌
（
歌
な
し
）」
と
見
出
し
を
付
け
て
、
歌
の
草
稿
を
収
録
し
て
い
る
。
1丁
オ
に
「
新
年
待
春
／
梅
も
あ
れ
と
や
な
き
も
あ
れ
と
年
た
ち
て
こ
と
た
ら
は
ぬ
は
鶯
の
こ
ゑ
」
な
ど
と
あ
る
。
1丁
オ
に
「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
」
縦
30ミ
リ
×
横
12ミ
リ
の
陽
刻
縦
長
方
形
の
朱
印
。「
020904823」
の
鉛
筆
書
き
。
9、
億
魯
何
応
斐
翠
Ⅰ
／
181
横
小
本
、
写
本
、
1冊
、
縦
一
〇
四
ミ
リ
×
横
一
五
〇
ミ
リ
。
黄
土
色
表
紙
、
左
に
直
接
墨
書
で
、
「
億
魯
何
応
斐
翠
園
」
と
あ
る
。
本
文
用
紙
は
、
青
色
罫
紙
で
、
毎
半
葉
12行
。
墨
付
80丁
。
「
泊
水
千
鳥
、
菊
待
友
、
庭
松
、
荒
屋
敷
、
落
葉
、
初
冬
雪
、
夜
初
雪
、
待
雪
、
酒
、
机
、
夕
春
月
…
…
」
な
ど
、
二
三
〇
余
項
目
に
分
け
て
、
歌
の
草
稿
を
記
す
。
1丁
オ
に
「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
」
縦
30ミ
リ
×
横
12ミ
リ
の
陽
刻
縦
長
方
形
の
朱
印
。「
020904825」
の
鉛
筆
書
き
。
10、
日
新
録
翠
Ⅰ
／
174
中
本
、
月
日
罫
な
ど
は
版
刷
、
文
字
は
墨
書
、
1冊
、
縦
一
八
一
ミ
リ
×
横
一
二
〇
ミ
リ
。
枯
色
布
目
表
紙
、
左
肩
に
単
郭
の
原
題
簽
、
縦
一
四
五
ミ
リ
×
横
二
六
ミ
リ
、
「
日
新
録
文
久
四
年
／
歳
次
甲
子
」
と
あ
る
。
前
見
返
は
山
吹
色
の
用
紙
に
、
「
大
三
五
七
八
九
十
一
／
小
正
二
四
六
十
十
二
／
凡
三
百
五
十
四
日
／
本
年
無
節
分
／
歳
徳
寅
卯
之
間
／
金
神
／
午
未
／
申
酉
／
日
新
録
／
文
久
四
年
／
歳
次
甲
子
／
経
師
／
杉
村
保
之
助
」
と
あ
る
。
本
文
は
、
毎
半
葉
二
日
間
と
し
、
上
に
「
元
旦
癸
卯
／
二
日
甲
辰
」
「
三
日
乙
巳
／
四
日
丙
午
」
の
よ
う
に
印
刷
さ
れ
、
そ
の
下
の
空
欄
に
書
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
版
心
に
「
正
月
小
」
「
二
月
小
」
「
三
月
大
」
と
あ
り
、
下
部
に
丁
付
が
「
一
～
九
十
六
」
と
あ
る
（
五
十
一
六
十
五
六
十
九
は
欠
）。
全
96丁
。
上
の
欄
外
に
「
生
口
」
「
八
専
」
「
血
忌
」
「
雨
水
／
正
月
中
／
時
」「
啓
蟄
二
月
節
／
時
」
な
ど
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
上
の
欄
外
に
「
晴
」「
小
雨
」
「
曇
」「
雨
」
な
ど
と
、
そ
の
日
の
天
候
が
書
か
れ
て
い
る
。
1丁
オ
、
元
日
の
条
に
「
旧
臘
廿
八
日
京
師
ヨ
リ
下
坂
備
後
町
在
蓮
光
寺
□
□
／
終
日
在
宿
矢
口
謙
斎
入
来
画
墨
竹
詠
歌
／
□
の
春
の
難
波
の
あ
し
の
か
り
枕
／
ひ
と
よ
の
□
に
春
は
来
に
け
り
／
難
波
津
の
う
め
さ
く
み
て
も
ふ
る
さ
と
の
／
一
木
の
は
る
を
□
□
花
と
こ
そ
し
れ
」
と
あ
る
。
七
月
朔
日
の
条
に
「
朔
日
己
亥
／
今
朝
五
時
前
出
殿
□
□
／
御
移
徒
出
□
御
座
之
間
□
□
ニ
而
御
目
／
明
二
日
五
□
時
西
殿
へ
可
罷
出
旨
和
泉
守
殿
／
御
前
…
…
」
と
あ
り
、
七
月
二
日
の
条
に
「
二
日
庚
子
／
今
朝
五
時
過
出
宅
登
城
ニ
而
上
□
頭
着
相
出
候
旨
／
申
上
け
る
時
頭
□
御
目
付
申
事
候
へ
菊
之
間
御
入
側
ニ
在
／
□
□
頭
殿
へ
御
□
□
／
御
座
候
間
御
入
側
ニ
而
罷
出
平
伏
和
泉
守
殿
御
取
合
ニ
而
／
上
意
有
之
候
御
勘
定
奉
行
御
並
ニ
□
□
□
相
勤
□
／
上
意
和
泉
守
殿
□
取
合
々
ニ
而
平
服
□
□
所
退
□
御
目
付
ハ
／
□
□
主
水
正
殿
へ
弥
八
郎
ヨ
リ
引
渡
相
済
」
と
あ
る
。
八
月
十
四
日
の
条
に
、
「
十
四
壬
午
／
今
朝
五
つ
時
出
宅
出
殿
於
□
□
之
間
桂
介
殿
一
同
／
□
□
□
長
殿
／
松
平
大
□
大
夫
御
征
伐
□
□
□
御
遠
□
□
／
御
供
□
吟
味
／
右
豊
後
守
殿
□
□
相
渡
出
雲
守
殿
□
□
／
□
出
弥
□
書
状
□
□
九
日
ヨ
リ
十
一
日
川
あ
ら
た
め
／
慈
相
□
院
七
日
□
越
□
事
ニ
付
□
□
方
ヘ
代
□
□
助
遣
ス
」
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こ
の
『
日
新
録
』
の
中
に
二
枚
紙
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
①
、
抹
茶
色
紙
、
一
枚
、
縦
一
五
一
ミ
リ
×
横
二
六
八
ミ
リ
。
13行
の
墨
書
。
「
し
の
ふ
る
を
か
は
し
ろ
し
め
さ
る
ゝ
／
こ
と
く
よ
さ
ら
□
い
と
ゝ
さ
に
／
い
つ
れ
は
き
の
ふ
は
く
も
か
ゆ
き
か
と
／
な
ゝ
か
め
ら
新
と
ひ
と
日
／
ふ
り
は
へ
さ
を
た
ま
は
ん
や
／
い
ろ
も
か
も
し
る
て
ふ
君
の
／
と
は
の
な
す
を
か
へ
の
花
も
／
□
□
わ
そ
む
な
む
あ
す
日
も
／
う
ら
ゝ
か
な
ら
は
影
ま
た
に
よ
り
／
み
た
ら
に
ま
う
て
ゝ
と
／
あ
な
か
し
こ
／
久
直
／
や
よ
ひ
廿
九
日
／
翠
園
君
人
／
み
も
と
ニ
」
②
、
白
紙
、
一
枚
、
縦
一
五
〇
ミ
リ
×
横
一
三
七
ミ
リ
。
墨
書
、
4行
。
「
荘
子
ニ
／
○
顧
視
車
轍
中
有
鮒
魚
／
○
懸
車
未
考
／
○
枕
流
蒙
求
孫
楚
漱
石
ニ
ア
リ
上
巻
」
こ
の
『
日
新
録
』
は
、
私
の
力
で
は
、
判
読
で
き
な
い
部
分
が
多
い
が
、
鈴
木
重
嶺
は
、
文
久
四
年
（
二
月
二
十
日
改
元
、
元
治
元
年
）
七
月
二
日
に
勘
定
奉
行
、
七
月
二
十
三
日
に
鎗
奉
行
と
な
り
、
八
月
十
四
日
に
長
州
征
伐
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
と
符
合
す
る
点
も
あ
る
の
で
、
重
嶺
五
十
一
歳
の
文
久
四
年
の
日
記
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
日
々
の
条
を
詳
細
に
調
査
す
れ
ば
、
こ
の
時
代
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
、
細
田
賢
氏
寄
贈
資
料
1、
長
谷
川
安
邦
、
鈴
木
重
嶺
に
贈
る
長
歌
な
ら
び
に
短
歌
「
東
京
へ
か
へ
ら
せ
給
ふ
を
お
く
り
け
る
長
哥
み
し
か
う
た
…
…
／
長
谷
川
安
邦
」
縦
三
六
二
ミ
リ
×
横
五
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
2、
岩
間
政
養
、
鈴
木
重
嶺
に
贈
る
長
歌
な
ら
び
に
短
歌
「
東
京
へ
か
へ
ら
せ
た
ま
ふ
を
お
く
り
た
て
ま
つ
る
う
た
み
し
か
う
た
／
岩
間
政
養
」
縦
三
一
三
ミ
リ
×
横
八
九
七
ミ
リ
。
1枚
。
3、
□
□
康
正
、
鈴
木
重
嶺
大
人
に
贈
る
長
歌
な
ら
び
に
短
歌
「
鈴
木
重
嶺
大
人
か
佐
渡
国
の
司
に
任
て
ゝ
出
立
ち
け
る
別
を
ゝ
し
み
て
よ
め
る
長
歌
…
…
短
歌
／
康
正
」
縦
二
四
〇
ミ
リ
×
横
五
〇
四
ミ
リ
。
1枚
。
4、
楳
廼
舎
直
、
鈴
木
大
人
八
十
の
賀
に
贈
る
長
歌
な
ら
び
に
短
歌
「
鈴
木
大
人
御
と
し
八
十
賀
を
迎
へ
さ
せ
給
ふ
と
き
庭
上
松
と
ふ
題
を
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
と
題
て
こ
と
ほ
き
奉
り
て
…
…
／
□
□
岩
国
に
す
め
る
楳
の
舎
あ
る
し
直
」
縦
三
一
九
ミ
リ
×
横
四
六
五
ミ
リ
。
1枚
。
5、
楳
廼
舎
直
、
鈴
木
老
大
人
を
悼
む
文
な
ら
び
に
歌
「
故
鈴
木
老
大
人
□
ま
し
ゝ
と
き
は
常
に
こ
の
み
ち
の
教
へ
ま
う
け
奉
り
て
…
…
／
七
十
一

楳
廼
舎
あ
る
し
直
」
縦
三
二
二
ミ
リ
×
横
六
一
三
ミ
リ
。
1枚
。
6、
輿
水
徹
、
鈴
木
重
嶺
大
人
を
悼
む
文
な
ら
び
に
歌
「
鈴
木
重
嶺
大
人
の
み
ま
か
り
け
る
を
か
な
し
み
侍
り
て
…
…
／
輿
水
徹
」
縦
一
六
五
ミ
リ
×
横
二
〇
八
ミ
リ
。
1枚
。
7、
小
林
正
和
、
尊
師
を
悼
む
歌
「
小
林
正
和
上
／
尊
師
の
か
く
れ
さ
せ
た
ま
へ
る
を
か
な
し
み
て
み
た
ま
の
所
に
さ
さ
げ
奉
る
歌
」
縦
三
二
二
ミ
リ
×
横
四
六
〇
ミ
リ
。
1枚
。
8、
翠
園
大
人
を
悼
む
長
歌
な
ら
び
に
短
歌
（
詠
者
未
詳
）
「
翠
園
大
人
廼
身
ま
か
り
ま
し
ゝ
を
悼
て
詠
る
歌
并
に
短
歌
」
縦
三
二
八
ミ
リ
×
横
四
五
六
ミ
リ
。
1枚
。
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9、
門
人
安
坂
八
広
、
師
を
悼
む
文
な
ら
び
に
歌
「
去
月
忠
彦
ぬ
し
の
紹
介
を
も
て
先
生
と
師
弟
と
な
り
て
未
た
壱
面
の
□
な
く
一
□
の
添
削
も
不
乞
し
て
幽
明
道
を
こ
と
に
せ
し
か
な
し
さ
に
…
…
長
野
県
□
□
郡
大
門
村
門
人
安
坂
□
広
謹
□
／
供
故
鈴
木
重
嶺
先
生
霊
前
」
縦
二
三
七
ミ
リ
×
横
三
二
五
ミ
リ
。
1枚
。
10、
小
町
谷
杉
園
、
大
人
の
怪
我
を
見
舞
う
文
「
拝
□
／
尊
大
人
先
般
御
怪
我
…
…
／
十
一
月
三
日
小
町
□
杉
園
拝
／
鈴
木
重
明
様
」
縦
一
七
八
ミ
リ
×
横
七
〇
五
ミ
リ
。
1枚
。
11、
海
浦
義
観
、
鈴
木
重
嶺
大
人
を
悼
む
文
「
恭
哭
／
鈴
木
重
嶺
大
人
／
忽
伝
凶
報
涙
滂
沱
惨
雨
悲
風
奈
感
何
八
十
五
年
講
皇
道
長
留
天
地
万
歌
／
竹
斎
海
浦
義
観
拝
草
／
〔
竹
斎
閑
人
〕〔
観
之
印
〕
（
朱
印
）」
縦
二
二
八
ミ
リ
×
横
一
五
二
ミ
リ
。
赤
色
の
罫
紙
6行
。
1枚
。
12、
塚
原
幹
麿
、
翠
園
大
人
を
悼
む
文
「
佐
渡
郡
小
雨
町
塚
原
幹
麿
上
／
十
二
月
は
か
り
翠
園
大
人
の
神
さ
ら
せ
給
ひ
け
る
を
悲
し
み
て
奉
り
け
る
」
縦
二
三
六
ミ
リ
×
横
一
六
四
ミ
リ
。
二
つ
折
り
1枚
。
短
冊
用
紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
中
に
入
れ
て
あ
る
。
そ
の
短
冊
用
紙
の
表
に
「
佐
渡
塚
原
広
斎
」
と
あ
る
。
12の
参
考
事
項
1、
二
つ
折
り
の
短
冊
用
紙
が
あ
り
、
表
に
「
佐
渡
塚
原
広
斎
」
と
あ
る
が
、
中
に
は
何
も
入
っ
て
い
な
い
。
2、
「
悼
歌
佐
渡
塚
原
広
斎
」
と
上
書
き
す
る
用
紙
が
一
枚
あ
る
が
、
中
に
は
何
も
入
っ
て
い
な
い
。
13、
鈴
木
重
明
の
哀
悼
歌
「
哀
悼
歌
鈴
木
重
明
／
夜
嵐
に
吹
さ
そ
は
れ
て
我
宿
の
老
木
の
紅
葉
ち
る
そ
か
な
し
き
」
縦
三
二
一
ミ
リ
×
横
四
〇
一
ミ
リ
。
1枚
。
14、
海
浦
義
観
、
鈴
木
重
明
宛
書
簡
「
陸
奥
国
西
津
□
郡
□
浦
村
／
海
浦
義
観
」
（
差
出
人
の
封
筒
表
書
）、
書
簡
の
末
に
「
十
二
月
一
日
海
浦
義
観
／
鈴
木
重
明
様
」
と
あ
る
。
縦
一
九
二
ミ
リ
×
横
六
六
五
ミ
リ
。
1枚
。
15、
飯
塚
貞
吉
、
鈴
木
重
明
宛
書
簡
「
茨
城
県
筑
波
郡
□
岡
村
／
飯
塚
貞
吉
」
（
差
出
人
の
封
筒
表
書
）、
書
簡
の
末
尾
に
「
丗
一
年
十
二
月
一
日
貞
吉
／
鈴
木
重
明
様
侍
史
」
と
あ
る
。
縦
一
五
七
ミ
リ
×
横
六
五
五
ミ
リ
。
1枚
。
16、
中
村
千
守
鈴
木
重
明
宛
書
簡
「
新
潟
県
岩
船
郡
山
辺
村
二
千
三
番
戸
／
中
村
千
守
」
（
差
出
人
の
封
筒
表
書
）、
書
簡
の
末
尾
に
「
十
二
月
九
日
中
村
千
守
万
拝
／
鈴
木
重
明
殿
玉
下
」
と
あ
る
。
縦
一
七
五
ミ
リ
×
横
六
六
〇
ミ
リ
。
1枚
。
17、
□
島
有
常
、
鈴
木
重
明
宛
書
簡
「
在
越
後
国
中
蒲
原
郡
茨
□
□
村
／
□
島
有
常
」
（
差
出
人
の
封
筒
表
書
）、
消
印
は
「
明
治
三
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
」
と
推
測
さ
れ
る
。
縦
一
八
二
ミ
リ
×
横
一
〇
四
七
ミ
リ
。
1枚
。
18、
村
木
経
勁
、
鈴
木
重
明
宛
書
簡
「
□
□
黒
川
郡
□
通
町
／
不
□
方
庵
村
木
経
勁
」
（
差
出
人
の
封
筒
表
書
）。
縦
一
七
二
ミ
リ
×
横
四
六
八
ミ
リ
。
1枚
。
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19、
差
出
人
未
詳
、
鈴
木
重
明
宛
書
簡
末
尾
に
「
三
十
一
年
十
一
月
廿
九
日
」
と
あ
り
、
差
出
人
判
読
で
き
ず
。
縦
一
六
三
ミ
リ
×
横
二
四
八
ミ
リ
。
1枚
。
20、
加
藤
慶
頼
、
鈴
木
雅
契
の
八
十
寿
を
賀
す
「
遥
奉
賀
鈴
木
雅
契
八
十
寿
…
…
」
末
尾
に
「
辱
交
加
藤
慶
頼
再
拝
」
と
あ
り
、「
臣
慶
頼
」
等
の
印
が
あ
る
。
縦
二
三
二
ミ
リ
×
横
一
一
九
ミ
リ
。
水
色
の
罫
紙
9行
。
1枚
。
21、
鈴
木
重
明
宛
葉
書
差
出
人
未
詳
、
1枚
。
冒
頭
に
「
尊
大
人
御
病
気
之
処
療
養
不
叶
…
…
」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
十
二
月
一
日
」
と
あ
る
。
22、
檍
秀
胤
、
鈴
木
重
明
宛
書
簡
封
筒
の
差
出
人
表
書
は
「
福
岡
県
檍
秀
胤
」
、
消
印
は
「
丗
一
年
十
二
月
二
十
九
日
」
と
あ
る
。
但
し
、
書
簡
は
入
っ
て
い
な
い
。
23、
桜
田
正
彦
歌
「
桜
田
正
彦
上
／
雪
中
松
／
ふ
る
雪
を
花
と
咲
か
せ
て
老
松
の
千
代
も
か
は
ら
ぬ
色
そ
見
え
け
る
／
奈
良
県
添
上
郡
佐
保
村
大
字
法
蓮
八
番
地
士
族
／
判
事
正
六
位
勲
五
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
七
七
ミ
リ
×
横
三
九
四
ミ
リ
。
1枚
。
24の
1、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
田
家
朝
／
種
蒔
き
て
作
り
し
物
を
朝
こ
と
に
門
田
に
出
て
守
る
そ
楽
し
き
／
奈
良
県
奈
良
市
法
蓮
町
九
百
八
十
四
番
地
ノ
三
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
一
ミ
リ
×
横
四
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
24の
2、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
田
家
朝
／
種
蒔
き
て
作
り
し
物
を
朝
こ
と
に
門
田
に
出
て
守
る
そ
楽
し
き
／
奈
良
県
奈
良
市
法
蓮
町
九
百
八
十
四
番
地
ノ
三
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
四
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
25、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
海
辺
巌
／
め
つ
ら
し
き
玉
藻
も
貝
も
生
ぬ
ら
む
白
な
み
か
ゝ
る
い
そ
の
大
岩
／
奈
良
県
奈
良
市
法
蓮
町
九
百
八
十
四
番
地
ノ
三
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
四
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
25の
参
考
「
白
波
か
ゝ
る
磯
の
大
い
わ
／
白
な
み
か
か
る
い
そ
の
大
岩
」
と
、
下
の
句
の
表
記
を
改
め
て
い
る
。
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
四
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
26、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
海
辺
巌
／
世
と
と
も
に
か
き
り
は
あ
ら
し
波
の
花
咲
か
せ
て
立
て
り
磯
の
岩
か
根
／
奈
良
県
奈
良
市
法
蓮
町
九
百
八
十
四
番
地
ノ
三
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
四
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
26の
参
考
上
の
句
「
世
と
と
も
に
」
の
「
に
」
の
草
書
を
「
尓
」
と
し
て
い
る
。
他
は
同
じ
。
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
四
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
27、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
山
色
連
天
／
さ
ま

に
姿
か
は
れ
と
か
は
り
な
き
緑
の
空
に
つ
ゝ
く
山
山
／
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大
阪
市
西
区
梅
本
町
五
十
三
番
地
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
四
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
28、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
山
色
連
天
／
山
色
連
天
／
天
地
の
ひ
ろ
け
し
世
よ
り
み
と
り
な
り
空
と
ひ
と
つ
に
つ
ゝ
く
山
山
／
大
阪
市
西
区
梅
本
町
五
十
三
番
地
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
四
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
29、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
山
色
新
／
く
も
り
な
き
み
よ
の
光
も
そ
ひ
ぬ
ら
む
春
立
け
ふ
の
山
の
う
ら
ゝ
さ
／
大
阪
西
区
梅
本
町
五
十
三
番
地
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
四
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
30、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
朝
晴
雪
／
曇
な
き
空
は
長
閑
に
た
ち
の
ほ
る
あ
さ
日
の
か
け
に
み
か
く
白
雪
／
大
阪
市
西
区
梅
本
町
五
十
三
番
地
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
三
九
六
ミ
リ
。
1枚
。
31、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
旭
光
照
波
／
あ
か
ね
さ
し
雲
な
き
空
に
い
□
□
の
光
り
に
匂
ふ
沖
津
白
波
／
大
阪
市
西
区
梅
本
町
五
十
三
番
地
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
三
九
六
ミ
リ
。
1枚
。
32、
桜
田
正
彦
康
子
歌
「
正
彦
上
／
菊
盛
／
天
津
日
嗣
志
良
須
天
皇
の
い
く
千
代
も
つ
む
へ
く
菊
の
咲
み
て
る
な
り
／
万
代
の
秋
に
も
匂
ふ
菊
の
花
今
日
の
よ
き
日
に
咲
き
み
ち
に
け
り
／
奈
良
市
法
蓮
町
九
八
四
ノ
三
士
族
／
桜
田
康
子
／
大
阪
市
西
区
梅
本
町
五
十
三
番
地
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
四
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
33、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
新
年
言
志
／
年
ほ
き
て
国
安
か
れ
と
思
ふ
身
は
己
か
心
を
ひ
き
し
め
も
が
な
／
年
ほ
き
て
国
安
か
れ
と
思
ふ
身
は
己
か
心
を
ひ
き
し
め
も
が
な
／
大
阪
市
西
区
梅
本
町
五
十
三
番
地
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
 同
じ
歌
を
二
度
書
く

縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
三
九
七
ミ
リ
。
1枚
。
34、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
暁
山
雲
／
明
方
の
あ
な
た
こ
な
た
の
山
々
に
（
を
）
い
ろ
と
る
雲
の
う
つ
く
し
き
か
な
／
明
方
の
あ
な
た
こ
な
た
の
山
々
を
い
ろ
と
る
雲
の
う
つ
く
し
き
か
な
／
大
阪
市
西
区
梅
本
町
五
十
三
番
地
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
三
九
七
ミ
リ
。
1枚
。
35、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
海
上
雲
遠
／
い
つ
こ
よ
り
浮
ひ
い
つ
ら
む
朝
日
は
え
海
原
遠
く
見
ゆ
る
白
雲
／
名
古
屋
市
南
区
石
川
町
参
丁
目
一
番
地
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
四
〇
一
ミ
リ
。
1枚
。
36、
桜
田
正
彦
歌
「
七
十
を
迎
へ
て
／
七
十
年
を
こ
と
な
く
む
か
ふ
よ
ろ
こ
ひ
を
御
祖
の
神
に
ま
を
し
祝
ぬ
／
花
と
り
に
ま
た
風
つ
き
お
く
か
ま
ゝ
め
て
つ
ゝ
世
を
は
過
し
ゆ
か
南
／
鈴
か
け
の
こ
ま
に
う
ち
の
り
馬
子
の
唄
き
ゝ
つ
ゝ
ゆ
か
む
ま
た
七
十
年
を
正
彦
」
縦
二
四
〇
ミ
リ
×
横
二
五
八
ミ
リ
。
1枚
。
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37、
土
肥
敏
吉
、
桜
田
賢
兄
に
贈
る
歌
「
奉
送
之
／
桜
田
賢
兄
難
波
行
／
難
波
潟
生
ふ
る
玉
藻
の
か
り
そ
め
に
君
か
別
れ
を
お
も
は
さ
り
け
り
／
敏
吉
」
縦
二
四
二
ミ
リ
×
横
二
七
一
ミ
リ
。
1枚
。
38、
土
肥
敏
吉
歌
「
夕
落
葉
／
風
も
な
き
庭
に
落
し
く
紅
葉
は
入
相
つ
く
る
鐘
に
散
り
け
む
／
敏
吉
」
短
冊
様
の
紙
で
、
裏
に
「
大
阪
市
東
区
十
二
軒
町
正
七
位
土
肥
敏
吉
」
と
あ
る
。
縦
三
七
八
ミ
リ
×
横
七
五
ミ
リ
。
1枚
。
39、
平
守
道
歌
「
詠
庭
上
松
／
平
守
道
／
高
砂
に
ひ
と
し
き
庭
の
ま
つ
に
あ
え
て
君
そ
□
□
□
よ
は
ひ
へ
ぬ
ら
ん
」
縦
三
二
九
ミ
リ
×
横
四
六
五
ミ
リ
。
1枚
。
40、
門
人
田
中
鶴
子
、
師
翠
園
の
八
十
歳
を
祝
す
文
及
な
ら
び
に
歌
「
鶴
子
／
万
に
か
へ
て
人
の
い
の
ち
長
き
は
か
り
た
う
と
く
め
て
た
き
は
な
し
／
こ
ゝ
に
我
師
の
君
翠
園
の
翁
は
い
と
わ
か
き
よ
り
公
仕
の
道
に
／
い
そ
し
み
か
す
の
い
さ
を
に
位
山
登
り
給
ひ
し
こ
ろ
よ
り
早
う
／
み
や
ひ
の
道
を
も
哥
に
文
に
す
く
れ
給
ひ
し
は
世
に
き
こ
え
／
て
な
む
こ
と
し
み
齢
八
十
の
坂
に
か
ゝ
り
給
ひ
て
す
こ
し
も
／
あ
つ
く
と
も
見
え
す
い
と
す
く
や
か
に
ま
し
ま
し
ま
□
ぬ
は
君
の
人
に
も
ま
さ
／
ら
せ
給
ふ
は
か
り
也
万
み
心
さ
し
深
く
家
ぬ
ち
お
た
し
く
う
ま
こ
／
た
ち
さ
へ
あ
ま
た
お
は
し
い
て
御
栄
の
ほ
と
も
い
か
斗
か
は
し
か
る
へ
き
／
そ
も

あ
か
り
た
る
世
よ
り
も
四
十
を
老
の
山
く
ち
と
か
い
は
ひ
そ
め
ゆ
／
く
に
年
の
ほ
き
こ
と
松
竹
の
よ
に
か
け
鶴
亀
に
よ
そ
へ
／
と
り

い
は
ふ
な
る
か
師
の
君
は
常
に
み
と
り
の
園
に
お
は
し
／
ま
せ
は
み
庭
に
た
て
る
松
の
年
か
へ
し
て
亀
も
か
は
ら
ぬ
／
み
さ
を
正
し
く
老
の
友
に
は
是
に
し
く
も
の
は
あ
ら
す
な
ん
さ
れ
は
／
夫
に
な
ら
ひ
祝
ひ
給
ふ
と
て
あ
る
し
の
君
を
は
し
め
人
々
か
ひ

し
く
／
ゐ
た
ち
て
物
し
給
へ
る
は
け
に
さ
あ
ら
ま
ほ
し
き
わ
さ
に
こ
そ
折
し
も
／
花
さ
く
春
の
長
閑
な
る
日
桜
の
う
て
な
の
高
と
の
に
御
よ
ろ
こ
ひ
の
む
し
／
ろ
を
開
か
せ
給
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
い
と

か
し
こ
き
や
ん
こ
と
な
き
み
／
あ
た
り
を
は
し
め
数
も
つ
き
せ
ぬ
教
草
た
ち
お
な
し
心
に
ほ
き
ま
つ
る
／
を
お
の
れ
も
か
つ
し
う
師
の
君
の
み
光
に
て
こ
と
の
葉
の
道
た
と
る
／
も
の
を
ひ
と
こ
と
ほ
き
ま
う
さ
て
や
は
と
か
く
な
む
十
か
へ
り
の
花
も
さ
く
ら
□
庭
の
ま
つ
を
老
木
と
見
し
は
そ
ら
め
な
り
け
り
」
縦
三
六
〇
ミ
リ
×
横
四
九
〇
ミ
リ
。
1枚
。
下
部
に
桜
の
景
色
を
刷
り
込
ん
だ
料
紙
を
使
う
。
41、
正
和
の
歌
「
正
和
／
松
間
月
／
木
陰
も
る
月
も
し
つ
け
し
ま
つ
風
の
こ
ゑ
す
み
の
江
は
と
こ
ろ
か
ら
と
て
」
縦
二
四
三
ミ
リ
×
横
二
三
二
ミ
リ
。
1枚
。
42、
種
子
の
歌
「
種
子
／
い
ま
し
け
む
お
な
し
み
や
こ
に
す
み
な
か
ら
い
ま
わ
の
き
さ
み
し
ら
ぬ
か
な
し
さ
」
縦
一
七
七
ミ
リ
×
横
一
七
二
ミ
リ
。
1枚
。
43、
薫
の
歌
「
薫
上
／
老
ぬ
れ
婆
そ
れ
な
ら
な
く
に
も
の
う
き
を
い
た
つ
き
た
も
ふ
忌
そ
い
か
な
る
」
縦
一
八
〇
ミ
リ
×
横
一
五
四
ミ
リ
。
1枚
。
44、
桜
田
正
彦
歌
「
正
彦
上
／
社
頭
雲
／
心
し
て
鳩
も
飛
ひ
か
へ
手
向
山
梢
重
け
に
／
つ
も
る
白
雪
／
心
し
て
鳩
も
飛
ひ
か
へ
手
向
山
／
梢
重
け
に
つ
も
る
白
雪
／
奈
良
市
法
蓮
町
九
百
八
十
四
番
地
ノ
三
士
族
／
退
職
判
事
従
四
位
勲
四
等
桜
田
正
彦
」
縦
二
八
〇
ミ
リ
×
横
四
〇
〇
ミ
リ
。
1枚
。
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45、
高
埜
文
樹
長
歌
竝
短
歌
「
奉
賀
師
翁
古
稀
鶴
齢
竝
短
謌
／
高
埜
文
樹
」
縦
三
六
二
ミ
リ
×
横
四
八
六
ミ
リ
。
1枚
。
 他
に
未
詳
の
も
の
が
三
枚
あ
る

こ
こ
に
紹
介
し
た
、
細
田
賢
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、
鈴
木
重
嶺
関
係
資
料
は
、
重
嶺
の
八
十
歳
の
賀
を
祝
す
も
の
や
、
そ
の
死
を
悼
む
書
簡
な
ど
で
、
重
嶺
の
子
息
重
明
宛
の
も
の
が
多
い
。
差
出
人
は
、
長
谷
川
安
邦
岩
間
政
養
□
□
康
正
楳
廼
舎
直

輿
水
徹
小
林
正
和
安
坂
八
広
小
町
谷
杉
園
海
浦
義
観
塚
原
幹
麿
飯
塚
貞
吉
中
村
千
守
□
島
有
常
村
木
経
勁
加
藤
慶
頼
檍
秀
胤
桜
田
正
彦
田
中
鶴
子
等
の
人
物
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
内
、
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
鈴
木
重
嶺
の
〔
葬
儀
記
録
〕
に
は
、
岩
間
政
養
（
第
九
号
、
佐
渡
国
）
楳
廼
舎
直
（
第
八
号
、
周
防
国
）
輿
水
徹
（
第
八
号
、
甲
州
）
小
町
谷
杉
園
（
第
十
一
号
、
信
濃
国
）
田
中
鶴
子
（
第
五
号
、
信
濃
国
）
な
ど
の
名
前
が
出
て
い
る
。
田
中
鶴
子
は
、
長
野
県
上
水
内
郡
稲
田
の
人
と
思
わ
れ
る
。
長
野
県
小
県
郡
県
村
の
石
田
長
麿
が
編
輯
兼
発
行
人
で
あ
る
歌
集
『
海
野
の
花
』
『
海
野
の
玉
』
に
、
田
中
鶴
子
の
歌
が
多
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。
○
『
海
野
の
花
』
明
治
二
十
九
年
一
月
発
行
、
九
首
収
録
。
○
『
海
野
の
花
』
第
二
輯
、
明
治
二
十
九
年
九
月
発
行
、
八
首
収
録
。
○
『
海
野
の
玉
』
初
、
明
治
二
十
九
年
十
一
月
発
行
、
十
三
首
収
録
。
○
『
海
野
の
玉
』
二
、
明
治
三
十
年
四
月
発
行
、
十
四
首
収
録
。
○
『
海
野
の
玉
』
三
、
明
治
三
十
年
八
月
発
行
、
十
首
収
録
。
○
『
海
野
の
玉
』
四
、
明
治
三
十
一
年
七
月
発
行
、
十
三
首
収
録
。
こ
れ
ら
の
歌
集
は
、
鈴
木
重
嶺
橘
道
守
師
岡
正
胤
橋
村
淳
風
鶴
久
子
鈴
木
弘
恭
等
が
点
者

者
と
な
っ
て
い
る
。
『
海
野
の
玉
』
初
の
、「
鈴
木
重
嶺
大
人
／
首
夏
山
秀
逸
」
の
第
一
首
に
田
中
鶴
子
の
、
「
山
姫
は
花
の
衣
を
ぬ
き
か
へ
て
う
す
き
み
と
り
の
袖
に
か
へ
け
り
」
が
掲
げ
て
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
て
、
師
の
翠
園
鈴
木
重
嶺
の
八
十
歳
の
祝
に
こ
の
文
と
歌
を
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
二
十
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
付
記
平
成
二
十
一
年
十
月
、
古
書
店
に
鈴
木
重
嶺
関
係
資
料
が
出
た
事
を
知
ら
さ
れ
た
。
鈴
木
重
嶺
の
御
子
孫
の
御
厚
意
で
、
「
翠
園
文
庫
」
を
新
設
し
た
経
緯
も
あ
り
、
是
非
と
も
購
入
し
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
た
。
幸
い
、
図
書
館
の
方
々
の
対
応
で
、
こ
れ
を
購
入
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
関
係
者
の
御
配
慮
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
十
二
月
に
入
っ
て
間
も
な
い
頃
、
鎌
倉
で
古
美
術
商
を
営
む
、
細
田
賢
氏
か
ら
メ
ー
ル
を
頂
き
、
古
文
書
を
一
括
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
中
に
鈴
木
重
嶺
関
係
の
書
簡
な
ど
が
あ
っ
た
。
御
参
考
に
な
る
な
ら
ば
寄
贈
し
て
下
さ
る
と
申
さ
れ
る
。
早
速
、
お
電
話
を
し
て
、
是
非
と
も
御
寄
贈
願
い
た
い
、
と
申
し
上
げ
、
四
十
八
点
を
お
送
り
頂
く
こ
と
が
出
来
た
。
大
量
の
御
寄
付
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
細
田
氏
か
ら
御
寄
贈
頂
い
た
資
料
は
、
重
嶺
没
後
に
、
そ
の
子
息
の
鈴
木
重
明
宛
に
贈
ら
れ
た
、
重
嶺
の
門
弟
の
書
簡
歌
な
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
物
の
吟
味
ま
で
は
し
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
重
嶺
と
関
係
な
い
資
料
も
混
在
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
に
角
、
資
料
の
定
着
を
し
て
お
き
た
い
と
、
簡
略
な
書
誌
を
記
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
や
が
て
、
後
世
に
、
本
格
的
な
調
査
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
の
、
暫
定
的
な
処
置
で
あ
る
。
資
料
の
判
読
な
ど
、
不
十
分
な
点
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
は
、
今
後
の
調
査
研
究
に
委
ね
た
い
。
こ
の
度
の
諸
資
料
の
閲
覧
調
査
に
あ
た
り
、
御
高
配
を
賜
り
、
関
係
資
料
の
写
真
掲
載
を
御
許
可
賜
り
ま
し
た
、
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
の
館
長
江
口
雄
輔
先
生
、
副
館
長
中
西
裕
―44―
先
生
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
細
田
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
調
査
に
際
し
て
は
、
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
の
、
石
崎
由
香
利
小
林
美
佐
両
氏
の
御
協
力
を
得
ま
し
た
。
以
上
の
皆
様
方
に
対
し
て
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
（
ふ
か
さ
わ
あ
き
お
本
学
名
誉
教
授
）
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巻末写真①
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